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これまでの経緯

本年３月の第４回ワーキンググループにおいて、渡辺専門委員より、評価にあたって確認が必要なin vitroの
遺伝毒性試験の文献がないか検討すべきではないか、とのご指摘をいただいた。

2025（令和7）年度調査で確認できる範囲

統合文献リスト（約3000報）中、「遺伝毒性試験」に該当するin vitro試験文献は30報。
アブストラクト等を基に確認対象文献の選定が可能。

現時点の課題

2025（令和7）年度調査事業における文献選定では、2019年6月以前の文献について、2020～2021（令和2
～3）年度研究事業で整理された570報の文献を活用※１。
当該文献は、動物試験及び疫学研究から構成されている。なお、動物試験については、「BPAを経口投与
した実験であること」等の選定基準に基づき整理されており、in vitro遺伝毒性試験は含まれていない。
このため、2019年6月以前のin vitro遺伝毒性試験については、動物試験や疫学研究と同様の整理・確認が
行われていない可能性がある。

今後の対応案

統合文献リスト中の30報について確認を実施。
EFSA（2023）のAppendix E及びAnnex L※２を参考に、2019年6月以前のin vitro遺伝毒性試験に係る文献
の追加確認を検討。

※１：570報は、2013（平成25）年度及び2019（令和元）年度調査事業で整理された文献も踏まえて構築された文献群
※２：Appendix E及びAnnex Lは、EFSA（2023）において収集・整理されたin vitro遺伝毒性試験の文献及びその評価結果等に関する付属資料
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